
２０２1年１月１５日 兵 庫 県 借 地 借 家 人 組 合 本 部（昭和43年4月12日第三種郵便物認可）

兵
庫
借
組
の
機
関
紙

６
月
15
日
号
の
一
面
に

掲
載
さ
れ
た
「
一
人
で

業
者
と
立
ち
向
か
い
満

額
回
答
」
の
記
事
の
渋

谷
さ
ん
、
借
地
の
明
渡

し
の
合
意
書
に
基
づ
い

て
合
意
金
額
の
支
払
い

を
６
月
５
日
、
７
月
３

日
、
10
月
12
日
に
３
回

の
分
割
で
不
動
産
業
者

が
支
払
っ
た
が
、
そ
の

度
ご
と
に
コ
ン
サ
ル
料

を
差
し
引
き
合
計
２
０

０
万
円
を
超
え
る
料
金

を
差
し
引
か
れ
ま
し
た
。

渋
谷
さ
ん
は
こ
の
不

動
産
業
者
に
立
退
き
交

渉
を
依
頼
し
た
覚
え
な

く
、
こ
れ
は
不
法
行
為

で
あ
る
の
で
組
合
に
相

談
が
あ
り
ま
し
た
。

組
合
で
は
、
こ
の
件

に
関
し
て
弁
護
士
に
依

頼
し
ま
し
た
。
弁
護
士

か
ら
は
不
動
産
業
者
に

対
し
て
内
容
証
明
郵
便

で
１
、
不
法
に
取
っ
た

「
渋
谷
範
子
さ
ん
」

コ
ン
サ
ル
料
は
「
弁
護

士
法
第
７
２
条
は
弁
護

士
で
な
い
者
が
報
酬
を

得
る
目
的
で
法
律
事
務

の
取
り
扱
う
と
」
違
反

し
た
者
は
「
２
年
以
下

の
懲
役
と
３
０
０
万
円

の
罰
金
」
に
処
せ
ら
れ

る
こ
と
を
告
げ
、
不
当

に
取
っ
た
コ
ン
サ
ル
料

の
金
額
の
返
金
を
求
め

る
た
め
に
、
弁
護
士
と

本
人
を
入
れ
協
議
す
る

こ
と
を
通
知
し
ま
し
た
。

12
月
９
日
に
不
動
産

業
者
の
事
務
所
へ
渋
谷

さ
ん
と
弁
護
士
が
話
し

合
い
を
行
い
ま
し
た
。

不
動
産
業
者
は
二
つ

返
事
で
不
法
を
認
め
２

０
０
万
円
を
超
え
る
コ

ン
サ
ル
料
を
全
額
返
還

す
る
こ
と
に
な
り
、
一

週
間
後
に
全
額
を
渋
谷

さ
ん
の
銀
行
口
座
に
振

込
み
見
事
に
解
決
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

そ
の
後
、
渋
谷
さ
ん

は
組
合
事
務
所
を
訪
問

さ
れ
、
組
合
の
良
き
ア

ド
バ
イ
ス
と
応
援
の
お

陰
で
す
と
組
合
に
お
礼

す
る
と
共
に
そ
の
喜
び

を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

一
般
建
設
業

機
械
器
具
設
置
工
事
、

管
工
事
業
、
剛
構
造
物
工
事
業

兵
庫
県
知
事
許
可
（
般
二
）
第
二
一
八
〇
七
九
号

大
倉
鉄
建
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

大
倉
豊
二

〒
６
６
０
‐
０
０
５
４

尼
崎
市
西
立
花
町
３
‐
15
‐
５

電

話
06
‐
６
４
１
７
‐
１
７
３
４

Ｆ
Ａ
Ｘ
06
‐
６
４
１
７
‐
７
３
４
３

信
頼
さ
れ
る
技
術
と

ア
フ
タ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
店

ハ
マ
モ
ト
サ
イ
ク
ル

〒
６
６
０
‐

０
８
８
５

尼
崎
市
神
田
南
通
３
‐
80

電
話

06
‐
６
４
１
１
‐
３
６
８
９

家
の
手
入
れ
は
お
早
め
目
に
！

ペ
ン
キ
・
ニ
ス
の
は
げ
、
鉄
部
・
屋
根

ト
タ
ン
の
錆
、
外
装
、
内
装
の
汚
れ

尼
崎
市
口
田
中
１
‐
15
‐
25

砂

原

塗

装

電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
６
‐
６
４
９
８
‐
５
７
７
２

携
帯

０
９
０
‐
３
２
７
２
‐
１
８
９
６

暮
ら
し
に
か
か
わ
る
ど
ん
な
こ
と

で
も
ご
相
談
を

便
利
屋
わ
く
わ
く
倶
楽
部

〒
６
６
１
‐
０
９
８
４

尼
崎
市
御
園
２
‐
15
‐
４
‐
１
０
４

携

帯

0
９
０
‐
３
８
６
３
‐
１
６
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
６
‐
６
４
９
２
‐
７
３
５
６

不
動
産
売
買
・
賃
貸
・
仲
介
・
管
理

住
ま
い
の
総
合
相
談
室

中

島

住

宅

〒
６
６
１
‐
０
０
２
３

尼
崎
市
大
西
町
１
‐
２
‐
１

電

話
06
‐
６
４
２
８
‐
１
８
３
３

株
式
会
社

Ｏ
Ｋ
ラ
イ
フ
サ
ー
ビ
ス

リ
フ
ォ
ー
ム
・
不
動
産

代
表
取
締
役

白
山
和
明

〒
６
６
３
‐
８
１
１
３

西
宮
市
甲
子
園
口
２
‐
24
‐
25

電

話

０
７
９
８
‐
６
５
‐
５
６
１
９

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
７
９
８
‐
６
５
‐
５
５
０
５

〒
６
６
１
-
０
０
２
１

尼
崎
市
名
神
町
１
-
９
-
１
--

尼
崎
民
主
共
同
セ
ン
タ
ー
内

尼
崎
あ
す
ひ
ら
く
会

会

長

古

本

雅

俊

電
話
０
６
‐
６
４
２
６
‐
７
２
４
３

リ
サ
イ
ク
ル
・
物
々
交
換
の

弥
栄

和
田
壽
子

尼
崎
市
昭
和
南
通
９
‐
２
５
５

電
話
06
‐
６
４
１
１
‐
６
５
２
１

〒
６
６
１
‐
０
０
２
２

尼
崎
市
尾
浜
町
２
‐
28
‐
15

佐
藤
ピ
ア
ノ
教
室

電

話
06
‐
６
４
２
９
‐
７
２
９
３

Ｎ
Ｐ
Ｓ
株
式
会
社
尼
崎
営
業
所

経
貨
物
ド
ラ
イ
バ
ー
募
集

尼
崎
市
東
難
波
町
3
‐
20
‐
14

電

話
06
‐
６
４
８
２
‐
１
２
６
９

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
の
健
康
サ
ロ
ン

〒
６
６
０
‐
０
８
８
３

尼
崎
市
神
田
北
通
１
‐
７
‐
１

阪
神
尼
崎
駅
前
第
29
ビ
ル
３
階

電

話

０
６
‐
６
４
１
１
‐
１
６
６
８

（
有
）
下
坂
部

寿
し
藤

尼
崎
市
下
坂
部
２
‐
５
‐
19

電

話

06
‐
６
４
９
８
‐
３
２
６
８

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
６
‐
６
４
９
８
‐
３
３
７
８

伊
丹
民
主
商
工
会

申
告
、
税
金
、
開
業
、
国
保
、
社
会
保
険
料
等

〒
６
６
４
‐
０
８
９
９

伊
丹
市
大
鹿
７
‐
99

電

話

０
７
２
‐
７
８
１
‐
１
２
８

４

日
本
年
金
者
組
合

尼
崎
支
部
長

広
瀬

巌

尼
崎
市
名
神
町
１
丁
目
９
‐
２

民
主
共
同
セ
ン
タ
ー
２
階

日
本
共
産
党
川
西
市
会
議
員
団

〒
６
６
６
‐
８
５
０
１

川
西
市
中
央
町
12
‐
１

川
西
市
議
会
内

電

話

０
７
２
‐
７
４
０
‐
１
２
６

８

日
本
共
産
党
伊
丹
市
会
議
員
団

〒
６
６
４
‐
８
５
０
３

伊
丹
市
千
僧
１
‐
１

伊
丹
市
議
会
内

電
話

０
７
２
‐
７
８
４
‐
８
１
１
４
（
直
通

）

○
街
頭
宣
伝
チ
ラ
シ
配
布

２
月
15
日

（
月
）

午
後
1
時
50
分

組
合
に
集
合

○
弁
護
士
無
料
相
談
会

尼
崎
あ
お
ぞ
ら
法
律
事
務
所

２
月
17
日

組
合
事
務
所

○
司
法
書
士
無
料
相
談
会

１
月
23
日
（
土
）
、

２
月
13
、
27
日

（
土
）

午
前
10
時
〜
組
合
事
務
所

○
尼
崎
コ
ロ
ナ
何
で
も相

談
会

２
月
21
日

10
時
〜
15
時

尼
崎
民
商
事
務
所

○
家
賃
補
助
制
度
創
設
を

求
め
る
署
名

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
っ
て
収

入
が
激
減
、
家
賃
支
払
い
に
困
窮
。

住
ま
い
を
守
る
た
め
に
お
力
添
え
を
。

不動産業者から 不法に取られた
コンサル料を取り戻すことが出来た

組
合
が
あ
っ
た
か
ら

救
わ
れ
た

お
知
ら
せ

日
本
共
産
党
尼
崎
市
会
議
員
団

尼
崎
市
東
七
松
町
１
‐
23
‐
１

尼
崎
市
議
会
内

電

話

０
６
‐
６
４
８
９
‐
６
０
７
０

Ｆ
Ａ
Ｘ

０
６
‐
６
４
８
９
‐
６
０
７
３

日
本
共
産
党
兵
庫
県
会
議
員
団

神
戸
市
中
央
区
下
山
手
通
５
‐
10
‐
１

兵
庫
県
議
会
内

電

話

０
７
８
‐
３
４
１
‐
７
７
１
１


